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歴史について直接聞き取り（バヴィ 15 名，モクチョウ 25 名，クチ 10 名）を行った。
そして，渉猟した史料と重ねあわせ再検証を行い，全体像を描き出し，体系的な考察を
行い，将来展望を含めて検討した。 
(1) 現地訪問；2012 年 5 月から 2016 年 3 月の間に，8 回訪越し，15 省・市の関係機関，
農業現場を訪問し調査した。なお，2006 年から 08 年の 2 年間の国立畜産研究所で
の勤務時の情報知識を加えて検討した。 
(2) 農家聞き取り調査；北部および南部の主要酪農地域 3 ヵ所の 160 戸の酪農家に対し，
2 回にわたる現地聞き取り調査（その他農家調査は 120 戸）を実施した。 






















与に移行した時期の前後で 2 期に分けた農業の時代区分を確認した。 











































合わせて 3 期に分かれることを明らかにした。 
論者は，この時代画期をもとに分けた 3 期を，酪農導入期（1937～1985 年），
酪農復活期（1986～2000 年），酪農振興期（2001 年～現在）と命名した。 
(3) ベトナムの酪農の発展は，技術的要因としては，温帯種の乳牛の輸入，熱帯モンス
ーン気候環境に適した交雑種の改良，牛人工授精手法，飼養管理，牧草選抜および
サイレージ生産技術の普及が推進要因となった。南部の調査からは、熱帯酪農の技
術的・経済的特性とでも言うべきものが明らかになった。例えば、暑さ対策が必要
なのは短所だが、年間を通じて採草が可能なので牧草の貯蔵・保管の仕事が必要で
なく、したがって 1 年を通じて当日の餌を当日に収穫することができる。これは長
所である。 
(4) ベトナムの酪農の発展は，上記(3)を含め，①技術的要因としては，温帯種の乳牛の
輸入，熱帯モンスーン気候環境に適した交雑種の改良，牛人工授精手法，飼養管理
技術，選抜した牧草およびサイレージ生産技術の普及が推進要因となっている。ま
た，②市場的要因としては，国内生乳価格の値上げが挙げられる。さらに，ミルカ
ーや草刈機，バイクなど簡易な機械の導入は多頭化に対応した労働的効率化と時間
的節減に貢献した。③政策的要因としては，政府の「酪農振興計画」（2001），「酪
農開発戦略」（2008）の推進が挙げられる。 
(5) グローバル化進展の下，関税引き下げが進む中，酪農の振興において，酪農家に対
するかかわり方の方針の違いによる地域の違いとせめぎ合いが生じている。代表的
な生産地の地名をとって酪農業の体制を以下のように命名した。 
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①南部の都市周辺の乳業企業に近いメリットを活かした「クチ型」酪農業は，輸
出を進める乳業企業が牛乳乳製品原料を輸入し加工・販売する自由市場に対応する
「資本主義的乳業企業」の乳価値下げ方針の下，酪農経営に厳しい対応が求められ
ている。 
②北部辺境の地で国産生乳をもとにブランド牛乳を販売する乳業企業および酪
農公社と協働する「モクチョウ型」酪農業は，酪農公社とともに関税引き下げの流
れに抗うかのように，連携して地域産業の酪農を維持発展させようとしている。後
者は社会主義的国営農場の名残を持つもので「社会主義的乳業企業」傘下にある酪
農業ともいえる。 
 
 
 
 
